第１７回　国家試験
　山本かおるさん（75歳）は左上下肢に麻痺があり、移動や着衣には一部介助が必要です。

今日は、デイサービスに参加する日です。居間の床に座っている山本さんを、台を使って

立ち上がらせてください。その際、台には座らせないで下さい。次に、杖歩行で段差を越え、玄関のいすに座り、上着を着用するまでを介助してください。なお、上着のファスナーをとめる必要はありません。山本さんは「はい」または「うなずく」のみです。

（試験時間　５分間以内）

物　品：台、杖、椅子、上着２枚

設　定：居間の床に座っている。途中に段差がある。上着２枚が置いてある。

　　　　

＜　手　順　＞

説明をし、必要物品を確認する。

１、台と杖を準備する。（先端のゴムの状態、杖の長さを確認）

２、立ち上がる。

1 まひ側（左）の足を前に出し、健側（右）で片あぐらをかく。

②　台を右斜め後ろに置く。（手を着きやすい位置）

3 健側（右）の手に重心をのせ身体をひねりながら、健側（右）

膝立ちにさせる。

4 健側（右）の足のつま先で床を押し、健側（右）の手に重心を

のせながら健側（右）の膝を伸ばす。

5 上体を起こし、杖を持つ。

３、移動する。

6 段差の手前まで歩行する。杖を段差の先をつき段差を越える。

まひ側（左）の足⇒⇒⇒健側（右）の足

４、椅子に座る。

7 椅子の前に立ち、杖を前につく。

8 深くお辞儀をするようにしながら、膝を曲げて腰をおろす。

9 椅子に深く座り直し、姿勢を整える。

５、上着を着る。

⑩　上着を選んでもらい、まひ側（左）の腕から着せる。

６、体調確認。

＜　ポイント　＞

③～⑤　・支持面を広く確保し安全に立ち上がる。

⑥　　・杖⇒まひ足（左）⇒健足（右）で段差を越える。

⑩　　・上着を選ばせ、まひ側（左）から着せる。




立ち上がりやすい姿勢





まひ側（左）後方に位置


麻痺足から段差越え





安定した椅座位にする





支持面を広くとる





自己決定、脱健着患








杖の安全確認








